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1 桃生造柵と ｢跨大河凌峻嶺｣

桃生造柵の記事のある 『続日本紀』天平宝字4年 (760)正月丙寅勅条は,長文I,TLわたるので

必要のある個所のみをかかげると,

勝目｡尽命事君｡忠臣至節｡随労酬質O聖主格言.昔先帝数降明 詔O造雄勝城o
A- - -I-.~---a- -I- - L

英幸難成｡

困o然今陸奥国技察便兼鎮守将軍正五位下藤原恵美朝臣朝猟等｡教導荒夷｡馴従皇化O不労一戦.造敢

壁畢o叉欝陸奥国牡鹿郡o跨大河凌唆乱 作桃生柵o奪賊肝胆0番言惟続o理応褒昇o
従四位下｡ (以下略)1)

宜擢朝猿｡特技
D

とあるうちの ｢跨二大河-凌=峻嶺_｣を国史大系本は ｢大河二跨 り峻嶺ヲ凌ギ｣ とよみくだし,
シ′-f

朝 日新聞社版本は ｢大河ヲ跨 り峻嶺ヲ凌テ｣2)としている.この両者の訓と同じよみ万をして

いるのほ大槻文彦で,その論文 ｢陸奥桃生城ノ考_iにおいて,
(17マ) ワキヤ

扱天平宝字年中二築カレクル桃生城ノ地-今ノ桃生郡ノ北端)本吉分割前-LIP央)脇谷村ノ東南二茶臼

山トテアル地是t/ナラムト云,(戎云今モ桃生館トイフトゾ)演-平ニシテ東北-絶壁百供ナ1),南-北
クラソ子

上川/故流域二拠リテ,連峡扉列シ,史二跨二大河-凌二峻嶺-トアルニ吻合ス,叉西面-脇谷倉嘩ノ

二村ヲ控-チ,地勢梢平ナリ 光亡帝宝亀五年七月海道蝦夷忽発二徒衆-焚レ橋塞V道既絶二往来-

俊二桃生城一敗二其西郭-鋲守之兵勢不レ能レ支国司量事輿レ軍討レ之云々トアリ,西部ヨリ侵入セ
(辛)

シモ其地勢ノ梢平ナルニ因リシ1知ルベシ,又倉坪-当時倉裏ノアリシ所ニテ永井村二糠塚トテアルモ
ヤナイゾ

凝ヲ春キシ所ナ7)ト言伝7,叉脇谷ヨリ東北今/本書郡柳津村横山村ヲ歴テ東海岸ナル志津川こ超ユル

道-古-こ所レ謂海道ノ蝦夷ノ南進セシ所ニシテ,横山ヨリ東北ナル坂下二今モ関守異数トイフアリ,

是レ其要衝ヲ拒セシ関塞ノ跡ニテ,華夷ノ境ヲナシ,多賀城ノ碑ノ文二去二蝦夷国界一一百二十里 (六

町一一里)トアル里程二瓶合-リ

以上茶臼山ノ事-桃生郡中津山村ノ熊谷真弓翁ノ考二部見ヲ加-タル所ニテ,之ヲ桃生城ノ蹟 卜断章シ

テ大差無カルべシ (20-21ページ)3)

とのべ､吉田東伍 もそれをうけて, 『大日本地名辞書』に,

茶白山下の水流は,古今分合の沿革あれど,旧史 ｢跨大河｣の形勢は,不易也｡ 4'

としているo現行条文を上記のようケこよむとするならば,それは桃生柵の造柵の立地状況をの

べたものと解されるO.すなわち,陸奥国の牡鹿郡から桃生の地方へ進出して,大河にまたが り

峻嶺をしのぐような位置に桃生柵をつくったということになるのである｡

ところで,よみ方の相違といわれればそれまでであるが,若干の異論がないわけでもない｡

それは上記の勅文はA･B･C･Dの下線で示してあるように,Aの功賞の主旨と,Bの雄勝

造城の事例,Cの桃生造柵の事例,Dの褒昇記事の4段にわかれるC勅文中のBはAをうけて
雄勝道城の苦労と,その功績をのべているのであるから,CもBと同様,Aの趣意をうけて桃
生造柵の苦心と,その功賞をのべていると思われる｡.それゆえ,Cの文中にみえる ｢跨大河凌
峻嶺｣は,かならずLも桃生柵の立地状況をのべたものではなく,その道柵作業の困難さを物
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語 っているともみられる｡

『続日本紀』神護景雲 3年 (769)正月己亥条に,I

陸奥国富O (中略)差浮浪人一千人｡配桃生納戸. (中略)自願就二城之沃蝶O求三選之利益｡不論当

国他国｡任便安置｡ (下略) 5)

とあ り,同じく2月丙辰条に,

勅O陸奥国桃生C.伊浩二城.営造己聾｡厭土沃腐｡其毛豊能｡宜令坂東八国｡各募部下百姓O如有情好

農桑就彼地利者｡則任願移従｡随便安置｡ (下略) 6)

とあるOこの2条文にみえる ｢二城之沃壌｣, ｢三豊之利益｣, ｢其毛豊浜｣, ｢好農桑｣と

いう表現にしたがえば,桃生 ･伊治両城の城下周辺には農耕に適した肥沃な平地が広がってい

るとみなさなければならない｡それゆえ,桃生 ･伊治両城は発掘例でしられている多賀 ･秋田

両城のごとくに丘陵上に立地している城柵と,胆沢 ･徳丹 2城のごとく平地に立地している城

柵との2類型にわけてみるならば,その両者の中間型か,あるいは胆沢 ･徳丹誠型を指向して

いるものであったろう｡

以上のように考えてくると前記Cの条文から桃生柵は ｢大河二跨 り峻嶺ヲ凌｣いだ位置にあ

ったと解する通説は確説といいがたくなる｡そこで ｢跨｣ ･｢凌｣の2字を上記のほかの意味

に解釈できるのかどうか.いま,諸橋轍次の 『大漢和辞典』によって,その2字の解釈をみる

と､ ｢跨｣の字は ｢マタガル｣の他に ｢コ-ル｣の意味があり, ｢凌｣の字は ｢シノグ｣の他

に ｢コス,コ-ル｣とも解せる7)｡そこで ｢跨｣も ｢凌｣も ｢コ-ル｣の意味に解して,上記

Cの条文をよみくだしてみると, ｢陸奥国牡鹿郡二於イテ(牡鹿郡ヨ･)の意),大河ヲコ-チ (ワ

タッチの意),峻嶺ヲコ-チ,桃生柵ヲ作り,賊の肝胆ヲ奪り｣ともよめる｡ ｢跨｣や ｢凌｣を

このように解するならば,山や河をこえてはるばる遠隔の地に困難をおして造柵 したという意

味になり,この条文は桃生柵造柵の立地状況をのべたということにはならなくなる｡

注

1) 黒板勝美編 『続日本紀』新訂増補国史大系第2巻 (東京,吉川弘文館,昭和10年12月初版,昭和18

年11月再版)268-269ページ｡

2) 佐伯友糞編 『増補六国史』巻4(続日本紀巻下) (葡京･大阪,朝日新聞社,昭和15年11月)36ペ

ージ｡

3) 大槻文彦 ｢陸奥桃生威ノ考｣ (｢奥羽史学会会報｣第1号所収,仙台,明治28年5月)｡この論文

(考証)ほのちに ｢陸奥同桃生城ノ考｣ (該当個所は542-543ページ)として,その著 『復軒雑纂』

(東京,広文蛍苔店,明治35年10月)に所収されている｡

4) 吉田東伍 『大日本地名辞書』第5巻奥羽(東京,富山房,大正12年3月縮冊版)所収,4,214ページ｡

5) 1)に同じ｡361ベ-ジ.

6) 1)に同じ0361-362ページO

7) ｢跨｣,諸僑轍次 『大漢和辞典』巻10(束京,大修館書店,昭和34年4月)913ページ｡｢凌｣,同
書巻2(同前,昭和31年5月)152ページ｡

2 伊治築城における ｢三旬｣

伊治築城については 『続日本紀』神護景雲元年 (767)10月辛卯条に,
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勅.見陸奥国所奏O脚知伊治城作了｡自始至畢｡不満三旬U朕甚嘉蔦｡夫臨危忘生｡忠勇乃見O街輪遂

命｡功夫学風,非但築城制外C裁可減戊安辺｡若不褒進O何勧後徒｡宜加酬賞式慰匪窮O (中略)其外

従五位下道嶋宿痢三山O首建斯謀.修成築造.今美其功O特賜従五位上｡又外従五位下書弥侯部真麻

呂oi.'R]国争先.遂令馴服｡狭徒如帰｡進賜外正五位下｡ (下略)1)

と,その功をたたえている｡文中の ｢自始空軍｡不満三旬｡｣は築城期間についてのべたもの

とみられ,それを文字通 りに解すると30日間となる｡したがって伊治築城を30日間の工期とみ

なせば,東北古代城柵の築城期間としてほ他にlFljをみないほど非常に迅速であった こ とに な

る｡

それゆえ,他城柵の築城期間,たとえば 『続日本紀』天平宝字 3年 (759)9月己丑条の,

勅C造陸奥国桃生城｡出羽国雄勝城O (中嶋)従去春月至干秋季.既離郷土.不顧産業｡ (下略)3)

とある桃生 ･雄防両城の築城期間や 『孫子』謀攻笛に,

修櫓輯租.具器械｡三月而後成.拒閲又三月而後巳3)

とあることから伊治築城は三 ･四カ月かかったのであるが,その記載を誤って ｢三旬｣とした

のかもしれないという見解もうまれてくる｡

しかし,上記の2つのEi解には,したがいがたい｡その理由として,まず ｢三句｣を字義通

り30日間,あるいは三 ･四カ月の誤字誤伝とする解釈について,この解釈でなければ絶対に意

味が通じないというならは考慮の余地もあるが,後述するような考え方からみれば,その解釈

の基礎が脆弱であるうーぇに,勅文の文意からみて決して解しがたいものではないC次に,みだ

りに動文中の文字を改めたくほないことである｡もっとも,これには多くの写本の参照を必要

とするから,いまだ断言はできない｡

さて,上掲の神護景雲元年10月辛卯条の勅文のなかには漢籍に典拠のある語句が含まれてい

る.すなまっち,

⑳ 不満三旬｡ 『左氏伝』定公元年条に ｢城三旬而聾｡｣ 4)

⑳ 臨危忘生｡ 『史記』張耳陳余伝に ｢将軍院目張阻.出万死不顧一生之計｡｣L;) 『漢書』陳余伝に

｢将軍隈日栄胆o出万死不棋之計｡｣ 6)

◎ 匪窮｡ 『易経』下,水山署,62に ｢王臣塞寒.匪窮乏故｡ ｣ 7)

⑳ 絢国O 『後漢書』秤諾伝に ｢昔我先父以身殉国O_i 6)

⑳ 如帰｡ 『左氏伝』閲公2年条に ｢那遷如帰｡｣9)

とある｡よって神護景雲元年10月辛卯条の ｢三句｣も原文のままに肯定し,伊治築城はことの

ほか迅速であったので,勅の文を飾る意味で前掲の 『左氏伝』等の名言佳句を引載 したのかも

しれないのである｡

『左氏伝』については ｢学令義解｣経周易尚書条に,

凡経｡周易.尚書O周礼｡儀礼｡ 記々.毛詩O春秋左氏伝｡各為-経O孝経O論語｡学者兼習之.10)

とあり,同じく教授正業条に,

凡教授正業｡周易鄭玄｡王弼注｡尚書孔安国｡鄭玄注｡三礼｡毛詩鄭玄往く.左伝｡服虞｡杜預注｡孝経

孔安国｡鄭玄注｡論語鄭玄o何畳注｡ ll)

とあり,同じく礼記左伝各為大経条に,
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凡礼記｡左伝｡各為大経.毛詩｡周礼O儀礼O各為中経O周易.尚書O各為小径｡通二経者｡大経内通

-経｡中経内通-経｡若中経.即併通両経.共通三経者C大嵐っ中経.中経.各通-経｡通五経者｡大

経並通.孝経｡論語.皆頂兼通.12)

とあるoまた ｢学令集解｣図書寮条の細注にも,

今五経者.周易O尚書｡毛詩｡春秋左氏伝.礼記｡13)

とあ って, 『左氏伝』は 『周易』 ･『尚書』 ･『周礼』 ･『儀礼』 ･『礼記』 ･『毛詩』 ･『

孝径』 ･『論語』とならんで大学寮において使用する教科書として JrL令｣に規定されていたの

である｡ 『左氏伝』は以上のように重視されていたから,詔勅のうちにその語句が引載されて

あ ったとしても何等不思議はないのである｡佐伯友義によれば 『続日本紀』にみえる次の語句

の出典は 『左氏伝』によるとしている｡ 14)

『続 日 本 紀』 の 語 句

A 巻3 文武 慶雲3年 3月丁巳｡ ｢詔日｡夫
1

礼者｡天地経義｡｣

B 巻4 元明 和銅元年 2月戊寅｡ ｢詔日｡･･･

-ト世相土｡建帝皇之邑 O ｣
2-
C巻4 元明 和銅2年 3月壬戊｡ ｢陸奥越後
二国蝦夷｡野心難別｡｣

】

D 巻6 元明 和銅6年3月壬子｡ ｢叉詔日｡

--恐裡路之不少｡｣
4-

E 巻8 元正 養老3年10月辛丑｡ ｢詔日｡-

-但以捉鳳暦而登極｡--･万難城石｡｣
Fl- P-

F 巻8 元正 養老4年6月戊戊O ｢詔日.･･･

･･･周労再駕｡｣
7-
G 巻9 元正 養老6年正月卯朔｡ ｢詔日｡朕

以不天｡｣
8t L--
H 巻9 元正 養老6年11月丙成｡ ｢詔日｡･･･

-閲凶遊及｡｣
9
Ⅰ 巻10 聖武 神亀4年2月丙寅｡ ｢詔日｡-

-思九農之之万茂｡｣
10-

J 巻16 聖武 天平17年5月戊辰｡ ｢是時甲賀

官空而無人｡盗厳充斥｡｣
11-

K 巻21 淳仁 天平宝字2年8月庚子朔｡｢其
百官表臼--雲官火紀之君｡｣

12~

L 巻21 淳仁 天平宝字2年12月戊申｡｢於是｡

『左 氏 伝』 の 語 句

1 昭公25年｡｢夫礼天乏経也｡地之義也｡民之
行也｡天地之経而民実則之｡｣

2 重公3年. ｢成王定鼎干郷邸｡ ト虻三十｡卜

年七百｡天所命也｡｣

3 宜公4年｡｢諺日｡狼子野心｡是乃狼也｡其
可畜乎｡｣

3′昭公28年.｢叔向母謂伯石目O是狼子野心.｣15'

4 昭公2年O｢道稽相望O注｡餓死為碓O｣ 16)

5 昭公17年｡｢少時撃之立也｡鳳鳥過重｡故紀
子鳥o為鳥師而鳥名｡鳳鳥氏｡歴正也 注｡鳳知

天時｡故以名暦正之官｡｣

6 隠公元年.｢都城過百雑｡国之害也O｣

7 塞公31年｡｢文王伐崇｡再駕而降為臣｡蛮夷
帥服｡｣

8 宜公12年｡｢孤不天o不能事君O｣
8′嚢公23年｡｢我実不天｡子無沓蔦｡｣

9 宜公12年o｢寡君少遭閲凶｡不能文｡注｡閏｡

憂也｡｣

10 昭公17年｡｢九庖為九農正｡注｡以九虐為九
農之号｡｣

11裏公31年｡ ｢完紘 充jfo注.充満斥見｡言其
多｡｣ 17)

12 昭公17年｡ ｢昔者｡黄帝｡以雲紀｡故為雲

師｡而雲名｡注｡黄帝受命有雲瑞｡故以雲紀事｡

百官師長皆以雲為名号｡鰭雲氏蓋其-官也｡｣Zを)

13 億公22年.｢君夫無謂米桝､O蓮華有毒｡両沢
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勅大事府日｡---古人日｡蜂聾猶毒｡｣即ヒ- →
M 巻26 称徳 天平神護元年正月己亥｡｢初日｡

--而鵜毒潜行於天下｡｣
14-`

N 巻27 称徳 天平神護2年9月戊午｡ ｢勅｡

-･･･倉庫懸馨｡｣
15-
0 巻27 称徳 天平神護2年10月巽卯o r勅｡

･･･.･･鱗鳳五霊｡王者嘉瑞.｣

P 巻36 光仁 宝亀11年2月丙午｡ ｢勅日｡夫

狼子野心｡｣
17--~~
Q 巻36 光仁 宝亀11年3月辛巳｡｢叉奏情｡
済世興化｡塞庁九功O-日日亦資七徳o｣

1tl- 19~

R 巻38 桓武 延暦3年11月戊午｡｢武蔵介従
五位上建部朝臣人上等言｡･-･･非旺土葬倫｡｣

q[-
S 巻38 桓武 延暦4年4月辛末O ｢中納言従

三位兼春宮大夫陸奥按察使大伴宿頑家持等言｡･･･

i-誠是傭預不虞｡｣
2l-

T 巻39 桓武 延暦5年8月甲子｡｢効目｡-
-不問神災人災｡｣
2ヱt~ --

U 巻40 桓武 延暦9年7月辛巳｡ ｢又詔東西

諸史日 O-･･･凡有懐生O英不拝躍｡裏道等先祖 レ
23-

委貿聖朝｡｣
24-
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乎｡｣

14 閲公元年.｢管敬仲言於斉侯日C宴安鳩毒O
不可懐也O注.以宴安比之鵜毒oJ19)

15 倍公26年o r室如県智.野無青草.｣ 別 )

16 杜預.序｡ ｢麟鳳五霊.王者之嘉瑞也oJ

17 3･3′に同じ｡ 21)

18 文公7年｡｢六府 ･三事O謂之九功｡｣22)
19 宣公12年O｢武有七徳O｣ 23)

20 隠公8年｡｢天子建徳｡困生以賜姓｡肺之土
而命之民O｣

21 桓公17年｡｢慎守英一｡而備其不虞｡｣
21′文公6年｡｢備予不慮.古之善教也｡｣ 21)

22 重公16年｡｢凡火人火日火.,天火E]災C｣

23 倍公27年｡｢於是平出定塞王｡入務利民｡民
慎生麦.｣ 21)

24 億公23年.｢策名委質O弐乃躍也｡｣ 2ホ)

以上あげた語句は 『左氏伝』のほかにも,注記の漢籍にもみられるから,その語句はすべて

『左氏伝』が原典 とい うわけではなく,また,それらの主意をとったものとか, 『文選』 ･ 『

芸文類衆』とい ったような類書から孫引 したものもあろう.しか し,その大半は 『左氏伝』に

典拠をもとめ,その名言佳句を引用 したとみられる｡上記語句を 『左氏伝』の巻別に整理 して

みると,

『左 氏 伝』の 巻 l 語 句 付 号 rl 『左 氏 伝』の 巻 l 語 句 付 号
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とあ って, 『左氏伝』の巻 目に,こだわらず,その典拠をもとめたとみるべきである｡

『続 日本紀』の神謹景雲元年10月辛卯条にみえる ｢三旬｣は,上記のように 『左氏伝』から

引用された名言佳句の- として解するのが穏当のように思 うのである｡これを30日間 とするこ

とは文字にとらわれた解釈であ り,三 ･四カ月とみなすことは着想 としてほ面白いが,事実と

しては必ず しも正 しいとはいえない｡

注

1) 黒板勝美編 『続日本紀』新訂増補国史大系第2巻 (東京,吉川弘文館,昭和10年12月初版,昭和18

年11月再版)343ページ｡なお佐伯友義編 『増補六国史』巻4(続日本紀巻下) (東京 ･大阪,朝日新

聞社,昭和15年11月)162-163ページの文も同一である｡

2) 1)に同じ｡265ページ0

3) 金子治訳注 『孫子,q (庶京,岩波書店,昭和38年9月第1m,昭和47年3月第11刷)36ページ｡

4) 塚本哲三編 『春秋左氏伝』下 (東京,有朋掌書店,大正11年4月)571-572ページ0

5) 縮印百納本 『史記』89,列伝29(上海,商務印書館,1958年6月)906ページ下段｡

6) 縮印百納本 『漢書』32,列伝2(上海,商務印書館,1958年6月)1,681ページ下段｡

7) 塚本哲三編 『詩経 ･書経 ･易経』 (東京,有朋堂書店,大正11年3月)776ページ｡

8) 締印百柄本 『後漢書』56,列伝46(上海,商務印書館,1958年6月)3,322ページ下段｡

9) 塚本暫三編 『春秋左氏伝』上 (東京,有朋堂書店,大正10年3月)172-173ページ｡

10) 黒坂勝美編 『令義解』新訂増補国史大系第22巻 (東京,国史大系刊行会,昭和14年4月)130ペー

ジ｡なお 『令集解』の同条の細注に延暦17年3月16日官符云として 『左伝』の名をあげている｡黒板勝

美編 『令集解』新訂増補国史大系第23巻 (東束,吉川弘文館,昭和18年12月)447-448ページo

ll) 10)に同じ｡130ページ｡

12) 10)に同じ.130ページO この条について旧紅葉山文庫本の紙背文書に ｢大学弘仁式云｣ として

『春秋』の名をあげている｡

13) 黒板勝美編 『令集解』新訂増補国史大系第23巻 (東京,吉川弘文館,昭和18年12月)67ページ｡

14) 佐伯友義編 『増補六国史』巻3(続日本紀巻上) (東京 ･大阪,朝日新聞社,昭和15年10月)およ

び佐伯友義編,1)に同じ,の頭注｡また諸橋轍次編 『大漢和辞典』を参照にした｡

15) 『国語』楚語,下, ｢沈諸梁日｡狼子野心｡怨賊之人｡英文可善乎｡｣ (,『港南子』主術訓, ｢故

有野心者｡不可借便勢｡有愚質者｡不可与利益｡｣とある｡

16) 『後漢書』馬融伝, ｢自関以西｡道桂相望｡｣とある｡

17) UJ後漢書』郭仇伝,｢民多滑悪O塩賊充斤｡｣O 『三国史』呉志,華豪伝, ｢造虜充斥.｣とある｡

18) 『史記』黄帝紀, ｢黄帝氏以雲紀故為雲師而雲名｡｣｡同じく五帝紀, ｢官名皆以雲命為雲師｡｣0

『漢書』百官公卿表, ｢黄帝雲師雲名｡｣とある｡

19) 『韓非子』備内, ｢唯母為后而子為主.則令無不行.禁無不止｡男女之楽C不滅於先君C而痩万乗

不疑.此鳩毒蛇昧之所以用也｡｣ O 『後漢書』景十三王伝賛, ｢是政古人以宴安為鵜毒｡｣O同じく単
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超伝,｢皇后乗勢忌窓｡多所鳩毒｡上下鋸ロ｡英有言者｡｣とある｡
20) 『国語』魯語,上, ｢室如懸磐O野無草O剛寺不恐o｣ 『後漢書』陳亀伝,｢宝如懸磐｡｣とあるo
21) 前掲15)のほか, 『後漢書』段穎伝,｢狼子野心｡難以恩納｡｣ 0 『三国志』魂志,張遊転,｢狼
子野心｡誠難久義｡｣とある｡

22) 『書経』大南諒,｢馬日｡於帝念歳｡徳惟善政G政在義民｡水火金木土穀｡惟修O正徳利用厚生.
惟和.丸功惟叙.九叙性歌.戒之周休｡董之用威O勧之以九歌O件勿壊｡｣ ～ 『周礼』天官,大胤 ｢
掌九貢･九賦･九功之弐｡以其貨賄之入｡注｡九功｡謂九職也｡｣とある｡

23) 『国語』周語,中,｢三日｡利何如而内｡何如而外｡対日｡尊貴｡明賢｡庸勲｡長老｡愛親｡礼
新｡親旧｡･--若七徳離判｡民乃携弐｡注｡七徳｡謂尊貴至新旧｡Jとある｡

24) 『孟子』離宴,上,｢有不虞之誉O｣｡ 『易経』琴,｢君子以除戎器O戎不虞.｣O 『詩経』大雅,
押,｢用戎不虞｡伝｡不虞｡非度也｡｣ 0 『孫子』九地, ｢由不虞之道｡政其所不戎也｡｣ 0 『漢書』
避売国伝,｢又恐甘夷卒有不虞之変｡｣とある0
25) 『漢書』司馬相如伝,下,｢憤生之物｡有不浸潤於沢者｡貿君恥之｡｣とある｡
26) 『国語』晋語,九,｢委質為臣｡注｡言｡委質於君｡書名於策｡示必死也｡｣ 0 『戦国策』秦策,
｢天下之士相従謀日｡吾将還其委質｡而朝於郎邸之君乎｡｣0『史記』仲尼弟子列伝,｢儒服委質｡｣0
同じく構体伝序,｢往委質為臣者｡何也｡｣とある｡

3｢権郡｣について

出羽国雄勝郡につド亡は 『続日本紀』天平 5年 (733)12月己未条に,

出羽柵遷置於秋田村高清水岡｡又於雄勝村建都居民需｡1)

とあり,その後,天平宝字 3年 (759)9月己丑条に,

勅｡造陸奥国桃生城｡出羽国雄勝城｡所役郡司｡軍毅｡鋲兵｡馬子｡合八千一百八十人｡従去春月至秋

季O既離郷土O不敵産業O朕毎念故.情深衿偶O宜免今年所負人身挙税O｣始置出羽国雄勝｡平鹿二

郡.玉野O遊翼｡平曳｡横河O雄勝｡助河.井陸奥国嶺基等駅家｡ (新訂増補国史大系本による)2'

とあるので,雄勝郡の成立については,従来次のような解釈がくだされていた｡すなわち,『

続日本紀』の天平5年12月条の雄勝建郡の記事は仮に郡としたのであって,正式に建郡 したの

は天平宝字 3年 9月とみるのである3)O この解釈については若干の疑義が生ずるoその1とし

て雄勝郡建郡の記事の解釈のうち,天平 5年12月条を権郡,天平宝字3年 9月条を真郡の成立

とする論拠である｡それは恐らく同じ 『続日本紀』の延暦 4年 (785)4月辛未条にみえる多賀

階上 2郡の場合と同様に考えて,雄勝郡建郡の2ヵ条の記事のうち,天平 5年12月条を権郡,

天平宝字 3年 9月条を真郡の成立と解したのであろうが,雄勝郡建郡の2ヵ条の記事を多賀階

上 2郡の場合と同様のケースに解せるという静垣的論拠は何もないのである0 4)

ところが服部昌之は雄勝郡建郡の場合についても権郡という過程をたどっているとし,それ

は ｢城柵や国柳 こおいて必要とする人夫 ･兵士の現地における簡便な調達方法として採用した

のが権郡という形式であった｡換言すれば不慮の際にそなえて防禦体制をととのえるために･

郡家を設置して住民を集団居住せしめ･国符 (城柵)に人夫 ･兵士を差発するという現実的要

が､権郡設立の主要原因であった｣ (156ペ-ジ)5'という見解をのべているし･新 野 直 膏 は

｢出羽国の二郡については陸奥の場合のように ｢権郡｣であ_つたとする明敏はないのであるか

ら､天平建置のあの雄勝郡の北限のない地域の開拓が横手盆地の半ばにまで進められたので･

その郡域の中を-郡としておくことが妥当でなくなり,分郡をもたらしたものと理解すべきで
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あろう｡いわば,開拓の進んだ雄勝郡が,その北半を割いて平鹿郡とし,南半を旧来の雄勝郡

にしておいた｣ 6)としている｡最近では秋山元秀は ｢多賀 ･階上という宮城平野の地方と,雄

勝のような奥地では事情が異なる｡この二郡の権置は,むしろ多賀城周辺の特殊事情を反映す
(~t1--I

るもので,権郡を陸奥全体の一般的な建郡の形郡の形態とすることには,賛成できない｣(125

ページ)7) とのべているのである｡

このような経緯のある雄勝郡建郡の記事の解釈について関連のある延暦 4年4月辛末条に検

討をくわえてみることにする｡ 『続日本紀』延暦 4年4月辛未条は次のごとぐごある｡

中納言従三位兼春宮大夫陸奥按察使鎮守将軍大伴宿硝家持等言O名取以南一十四郡｡僻在山海｡去塞懸

遠｡属有徴発｡不会磯急｡由是権置多賀｡階上二郡｡募集百姓｡足人兵於国府｡設防禦於東西｡誠是倫

予不虞o推鋒万里老也:但以｡徒有開設之名｡兼任統領之人｡百姓甑望｡無所係JL〉O望論O建為真郡｡

備置官員O然則民知統摂之帰.賊絶窺番之望.許之｡ (新訂増補国史大系本による)n

この条文にみえる ｢権｣の字は古くから ｢カリ｣とよまれている｡それが踏襲されていて異説

はみられない｡9)

有名な諸橋轍次の 『大漢和辞典』において権の字をカリと訓じた場令,

①手殺が常道に反して結果が道に合ふ｡経の対｡

㊥まにあわせO方便｡

⑬かりそめ0-時,,

㊤摂官｡

であるとし,中国の古文献から各々の該当語句をかかげている｡ そ の うちの㊤摂官の項の下

に,

〔鼠瑛〕植字唐始用之,韓愈権知国子博士,三歳為異｡

とあり, 〔権知〕の項には,

;二韓恵,唐正義大夫尚書左丞孔墓誌銘〕権知尚書右丞,明年拝右丞｡

とあり,その下に前記の 〔鼠嘆〕の文が再び引用されている｡ 10'

これは唐代の,しかも摂官の場合の用例であるが,注目すべき例である｡

そこで延暦 4年4月条にみえる ｢権｣は,そのような意味をもつものなのかどうか｡そのた

めには 『続日本紀』にみえる権の字のうち,それをカリと訓 じている用例について検討 してみ

る必要がおこってくるのである｡

権をカリとよませている条文は次のごとくであるOなお各条文の末尾の括弧内の大系とは新

訂増補国史大系本によったことを意味し,斜線の前に示してある数字はその巻数,後はページ

数である｡以下も同じ｡ (傍点筆者)

⑳ 巻3 文武 慶雲2年12月乙卯｡｢都下諸寺権施食封各有差｡｣ (大系2/23)

◎ 巻5 元明 和鋼4年9月丙子. ｢勅C頃聞｡諸国役民.労於造都奔亡猶多.錐禁不止O今宮垣末
成｡防守不備｡宜権立軍営禁守兵庫｡｣ (大系2/46)

◎ 巻5 元明 和銅4年10月甲子｡｢勅O有進位階.家存蓄銭之心0人成逐,i強之趣｡恐望利百姓或多

盗鋳｡於律｡私鋳猶軽罪法｡政権立重刑｡禁断未然｡凡私鋳銭老斬｡従者没官｡家口皆流｡五保知而不

告老与同罪｡不知情老減五等罪之｡其銭錐用｡悔過自首｡滅罪一等｡或未用自首免罪｡鯉容隠人｡知之

不告者与同罪｡戒告者同前首法｡｣ (大系2/46-47)

⑳ 巻9 元正 養老6年4月丙戊｡｢始制｡大牢管内大隅｡薩摩｡多樹｡壱使｡対馬等司有閑｡選官
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人権補之,,｣ (大系2/92)

⑳ 巻10聖武 天平元年2月壬申｡ ｢以大事大弐正四位多治比真人県守｡左大弁正四位上石川朝臣右

足｡弾正ヂ従四位下大伴宿硝道足｡権為参議.｣ (大系2/115)

㊦ 巻14聖武 天平14年正月丁兼朔｡｢百官朝賀｡為大極殿未成｡権道四阿殿｡於此受朝鳶｡｣ (大
系2/167)

◎ 巻26称徳 天平神護元年10月丁丑｡｢御南浜望海襟｡奏雅楽及雑使｡権置市臥 令陪従及当国百
姓等任為交関｡｣ (大系2/323)

⑧ 巻30称徳 神護景雲3年10月乙卯 ｡ l~権建韓廓於竜華寺以西川上｡而駈河内市人以店之｡陪従五

位己上以私玩好交閑其間｡車親臨之｡以為遊覧｡難波宮綿二万屯｡塩升石｡施入竜華寺｡｣ (大系2/
371-372)

⑤ 巻30称徳 宝亀元年3月英酉o ｢以従五位下山口忌寸沙弥麻呂.西市員外令史正八位下民使批珪

日理｡権任会賀市司｡｣ (大系2/374-375)

⑦ 巻32光仁 宝亀3年11月己丑｡ r以酒人内親王為伊勢斎O権居春日斎宮O｣ (大系2/407)

㊤ 巻36光仁 宝亀11年6月戊戊｡ ｢勅｡封一百戸永施軟篠寺｡其権入食封｡限立令条｡比年所行甚

遣先典｡天長地久｡帝者代襲｡物天下物非一人用｡然縁有所念｡永人件封｡今謂永者是一代耳｡自今以

後立為恒例｡前後所施-准於比｡｣ (大系2/461)

権をカリとよんでいる例は延暦 4年 4月条のはかにも上記㊤～㊧があげられる｡いますこし煩

境になるが上記条文における ｢権｣の用例について検討を くあえてみ よう｡

④ ･㊧は寺に特封を施 した場合の条文である｡特封については令に,

① 『令義解』巻4 禄令 寺不在食封之例条｡｢凡寺不在食封之例｡若以別勅権封者｡不拘此令｡
樺｡謂五年以下｡｣ (大系23/174)

とあ り,集解の細注には,

㊥ 『令集解』巻23禄令 寺不在食封之例条｡｢(本文略,以下原文2行割害)朱云｡未知｡此文｡
勅為不称年限欺｡答｡然也｡若勅不称植字者為別哉何｡｣ (大系24/670)

と特封の年限について規定 しているOその実例は,

③ 『日本書紀』巻29天武9年4月是月｡｢勅｡凡諸寄者｡自今以後｡除為国大寺二三以外｡官司英
治｡唯共有食封著｡先後限升年｡若数年満升則除之｡且以為｡飛鳥寺不可閑干司治｡然元為大寺而官

固 恒沿,,復嘗有功｡是以猶入官治之例.｣ (大系 1上/353)

④ 『続日本紀』巻1 文武3年6月戊戊｡ ｢施山田寺封三百戸.限升年也1｣ (大系2/4)

⑤ 『続日本紀』巻 2 文武 大宝元年 8月甲辰｡｢太政官処分｡近江国志我山寺封｡起庚子年計満
州歳｡観世音寺筑紫尼寺封｡起大宝元年計満五歳｡並停止之｡皆准封施物｡｣ (大系2/12)

⑥ 『続日本紀』巻11聖武 天平6年3月丙子C.｢施入四天王寺食封二百戸.限以三年.井施僧等組
布｡｣ (大系2/133)

⑦ 『続日本紀』巻13聖武 天平10年3月丙申.｢施山階寺食封一千戸｡鶴寺食封二百戸C隅院食封
一･百戸｡又限五年施観世音寺食封一百戸｡｣ (大系2/151)

とあ り,⑫の勅については格にも,

⑧ 『類衆三代格』巻8 封戸車条

｢太政官符

封一百戸.TL十戸翰米国

右被内大臣宣称.奉 勅.件封永施秋篠寺O其権入食封限立令条.比年所行甚遣先典O天長地久｡帝者
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代襲｡圏 天下物o非一人乱 然縁石所念C永人件凱 今謂永老是一代耳O自今以後o立為恒例or前後

所施-准於比｡

宝亀十一年六月十六日耗緑黄Jn･六｣ (大系25//346-347)

とあ って,永とい った場合は30年,権は 5年かそれ以下 とな っている｡したが って永を長期に

わたる特封 とすれば,権は短期間の特封とい うことになる｡-

⑳ ･㊨ ･⑤ほ造作に関連 したものである｡⑧は防衛上の必要から急拠軍営をたてて守備をか

ためたことを意味 している｡藤原広嗣の乱の場合にも,

㊥ 『続日本紀』巻13 聖武 天平12年9月戊申｡ r又間諜申云｡広嗣於遠珂郡家.造軍営儲兵琴｡而

挙蜂火散発国内兵臭｡｣ (大系2/159)

とあ り,その一端を しることができる｡㊦ほ朝賀を うけるべ き場所である大極殿の造作が未完

成｡よって四阿殿をもうけ,それにて代用 している｡本来の目的に使用される場所が未完成で,

その間他所を代用 しているケースは(参でもある｡(丑については,

(光)
⑳ 『頬粟国史』巻4 神砥4 広仁天皇宝亀2年12月庚子｡ ｢遣鍛冶正従五位下気大王造斎宮於伊勢

国｡｣ (大系5/43)

とあ って,当時伊勢斎官は造営中であ った｡酒人内親王が実際に伊勢に出発 したのは,

⑪ 『続日本紀』巻33光ヒ 宝亀 5年8月庚午o ｢遣使放浄天下諸国.以斎内親王将向伊勢也O｣

(大系2/418)

㊥ 『続日本紀』巻33 光仁 宝亀5年9月己亥｡ ｢斎内親王向伊勢｡J (大系2/418)

とあるから⑤の宝亀 3年11月から同5年 9月の 2年間は春 日斎宮を使用 していたことになるo

◎は銭貨を私鋳する者が多いので,しばらくの問,みせ しめのために重刑 とするとい う意味

である｡

⑳ ･⑳ ･(彰は官人補任の場合であるO⑳については,

⑩ 『令義解』巻4 選政令 在官身死条｡ ｢凡在官死｡及解免者｡皆即言上｡其国司｡犬上国介以

上O中国操以上並闘｡及下国守闘者｡皆馳駅申太政官O薯大事帥及三関凱 壱岐対馬守者｡姓独臥 猶従馳駅例｡其

待報之臥 大事遣判事以上官人権軌 任許｡馳駅発進O｣ (大系22/1360 『令集解』大系23/471)

とあ り,条文中の ｢権摂｣については,

⑭ 『令義解』巻7 公式令 内外官条｡｢凡内外官｡勅令摂他司事者｡皆為権検校｡若比司者(,則為
摂判｡｣ (大系22/2570 『令集解』大系24/873-874)

とあ って欠員が生 じたときの補充についての細 目がのべられている｡

⑳ほ長屋王の変にさい しての臨時処置である｡長屋王の件の結着がつ くまでの非常任命であ

ったろう｡事実,変のおこった天平元年 2月から数えて 2年後の同 3年 8月丁亥条によれば,

諸司の挙によって参議 となす詔が くだされている｡ したが って 『公卿補旺‡神亀 6年の多治比

真人県守条の頭注に ｢権参議始例｣とみえているが,これは正に次 ぐ意味の権官 と解すべきで

はなく,長屋王の変による非常処置として,その帰着のつ く問その任にあ ったとみるべきであ

る｡

⑦ほ◎ ･㊧ とも関連するものであるが,開市の理由についてはさておき,市を開 くためには

市司をおかなければならない｡それは,
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⑯ 『令義解』巻9 関前令 毎錬立標条｡ ｢凡市d毎韓立標題行名｡市司准貨物時価.為三等｡十日

為-滞在市案記｡季別各中本司｡｣ (大系22/299)

⑯ 『延書式』巻42左右京職 東市司,藤勝条. ｢凡市毎都立謄題号｡各依其廓O随色交開｡不得彼

此就便達越｡｣ (大系26/927)

とあって市司の役目を規定しているからである｡したがって後述する◎ ･⑧のようなことがあ

れば,その期間市司を任命することになる｡

◎ ･㊧ほ天皇行幸にともない市を開設している｡その理由については記載はないが,恐らく

行幸期間中の晴天を祈願した行事に関連するものであろう｡それは,

㊥ 『日本書紀』巻24皇極元年6月是月｡ ｢大草｡ (中略)〇七月 (中略)戊寅｡群臣相謂之日｡随
村々祝部所教｡戎殺牛馬祭諸社神｡或頻移市｡蒔河泊｡既無所効｡｣ (大系 1下/192-193)

とあって,ひでりの時に市をおき,降雨を司どる河伯に祈る風習があった｡また◎の条文の2

日前の乙亥 (17日)条には ｢到那賀郡鎌垣行宮｡通夜雨堕｡｣とあり,翌日の丙子 (18日)条に

は ｢天晴｣とあるので,そのようにも推測される｡よって,この場合の ｢権｣は天皇行幸の期

間というふうに解釈できる｡

上記のほかにも ｢権｣の字は,

⑱ 『律』巻 3 職制律 官有員数条｡ r凡官有員数｡両署置過限｡及不応置而置｡乱 非秦任者｡一人

杖一百｡三人加三等｡十人徒二年｡ (中略)後人知而聴著｡減 ･暑置一等｡ (中略)規求者｡為従坐｡

(中略)被徴須者勿論O(中略)即軍機要速.量事権置者｡不用此律O謂.行革之軌 須置権官O不当暑置之罪o

故云不用此律｡(大系22,/33-34)
㊥ 『令義解』巻2 僧尼令 有私事条O ｢凡僧尼有私事訴訟C釆詣宮司者.権依俗形参事｡瓢 依俗形

者匪為俗私 印須称俗姓名血 参事者｡参対宮司｡申論事緒也｡其佐官謂｡僧綱之録事也｡以上及三綱O為衆事.詔｡衆憎之

寄払 若功徳b須詣官司者.並設床席O｣ (大系22/86)

⑳ 『令義解』巻10 獄令 囚死条O ｢凡囚死元親戚者｡謂｡並先有服之親者｡皆於閑地権埋｡立騒於上O

記其姓名｡釣下本属｡即流移入在路O及流徒在役死者准比.｣ (大系22/314)
(平城)

㊧ 『類釆国史』巻31帝王11 太上天皇行幸粂O｢嵯峨天皇大同四年十二月乙亥｡太上天皇取水路O
鴛讐船O幸平威o千時宮殿未成｡権御故右大臣大中臣活麻呂｡｣ (大系5/182)

とみえていて,カリと訓じたことがわかる｡また⑬は⑳と,⑳は㊦と,それぞれ関連するよう

にみられる｡

以上.綾説してきたごとく,カリとよまれている ｢権｣の字の用例については,まず①に ｢

不拘此令｣,⑬に ｢不用此律｣とか,または勅令であって,律令の行政機構の範晴で処理され

るものとはかぎらず,その手段 ･設置の常道でないものも含まれているのである｡つぎに ｢カ

リ｣といった場合, ｢臨時に｣ともみなされるが,それには ｢ある特定の期間｣とか, ｢短期

間の間｣というふうに時限があるとも解されよう｡食封を例にとれば,カリとは5年間か,そ

れ以下の期間を意味する.したがって,この場合の ｢権｣は正に次く小という意味の権とはまっ

たく別のものなのである｡

そのような観点から, ｢中納言従三位兼春宮大夫陸奥按察使鎮守将軍｣の肩書ではじまる大

伴家持の上言は, ｢名額以南の14郡はuLIJ_餐_(この場合は遠隔の地とか,遠い里程という意味である)Il′

にあって,要害からひどく離れているので,徴発にあたり機急に間にあわない｡そこでカリに多

賀 ･階上 2郡をおいた｡しかし,それらを統領する人を,いまだ任じてはいない｡百姓は郡額

の任命を強く要望している｡そこで名実ともそなわ った郡の機構にしたい｡｣というのが,そ
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の要旨で,それは火急の軍事的要請 (おそらく宝亀11年3月におこった伊治公塔麻呂の乱に関連すると

考えられる｡)によって設立 した多賀階上 2郡の軍政を民政に移管 したいとい うこ とな の~で あ

る｡それゆえ,雄勝建郡の記事のある天平 5年12月己未,天平宝字 3年 9月己丑の2ヵ条の解

釈については,延暦 4年4月辛未条の多賀階上 2郡の記事を根拠 として,それ と同じケースを

とるものと解 し,さらに東北地方の郡の成立には権郡 とい う-形式があ ったとする見解は,な

りたたなくなる｡雄勝建郡の2ヵ条についての解釈は,延暦 4年4月辛未条に信をおいてでは

なく,また別途の解釈が必要 となるであろ う｡
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